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Ｎｏｂｕ。 ＫＩＭｔ丁ＲＡ ：

　

ｏｎ

　

ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｈｏｍｏｍｏｒｐｈｉｓｍｓ

ｏｆｐｒｉｎｃｉｐａ１６‐ｂｒｅ ｂｕｎｄｌｅｓ．

　

主ファイバ← リミソドル Ｄ＝｛β，Ｐ，五， γ，ＧＩ

　

において、 基礎空間 × が弧状連結なら ｘ の基

本群とＧの剰余群との間に準同型が定義される。 （Ｎ，Ｓｔｅｅｎｒｏｄ，Ｔｈｅｔｏｐｏｌａｇｙ ｏｆ６ｂｒｅｂｕｎｄｌｅｓ．

ｐ．９３） 更に 叉 の ” 次元ホモトピー群と Ｇ の ７２－Ｚ

　

次元ホモトピド群の間にも一つの準同型が

定義されるが、

　

ここでは “ 次元ホモトピー群の基本群による作用とそれら準同型との関係を述べ

ることにする。

　

以下記号は大体前述の Ｎ．Ｓｔｅｅｎｒｏｄ

　

のそれを用いる。

　

１． Ｄ＝｛β，Ｐ，又，Ｇ，Ｇ｝

　

を主ファイバ← リミソドルとする。 即ち Ｂ はバンドル空間、 又は弧

状連結で ｐａｒａｃｏｍｐａｃｔ なる基礎空間、Ｐ：β→× は射影、 Ｇ はバンドルの群で且ファイバ←とす

る。

又ョ為 に対しめ‐１αｏ）＝Ｇｏとおき

ぎ： Ｇ一Ｇｏ を一つの

　

ａｄｍｉｓｓｉｂｌｅ ｍａｐ とする。

ぎ（ｅ）＝βｏ とおく、 但し ８ は Ｇ の単位元。
Ｇ。 を、ｅ を含む ａｒｃ ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ とし、

刀：Ｇ一Ｇ／Ｇ＝方ｏ（Ｇ）

を ｎａｔｕｒａｌｈｏｍｏｍｏｒｐｈｉｓｍ とする。

　

２． Ｄ

　

の

　

ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃ

　

ｈｏｍｏｍｏｒｐｈｉｓｍ

Ｘ．； 〃，（ズ，匁ｏ）→Ｇ／Ｇ＝ｎｏ（Ｇ）

を次のようしこ定義する。

　

冗・（又，％ｏ）ヨα を表わす一つの道を

Ｃ（Ｚ）： 〔Ｑ Ｚ〕→Ｘ‐

　

Ｃ（の＝Ｃ（ヱ）＝％ｏ

とする。

Ｇ≠＝Ｐ－ Ｃ（Ｚ）） とすると ｃｏｖｅｒｉｎｇ ｈｏｍｏｔｏｐｙ ｔｈｅｏｒｅｍ により

　　

　

　　　　　　

カカ（ｇ，Ｚ）＝Ｃ（Ｚ），

　　

姦（ｇ，ｏ）＝ぎ

なる写像 ゑ が定まる。
従って

　

廟＝ゐ（ｇ，の とおけば

－

　

７

　

－
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みｏ＝き．

　

便宜上

　　

履；‐１：

　

Ｇｏ一Ｇｏ

を

　

α で表すと、

喜一ｉαぞ；

　

Ｇ一Ｇ

なる写像が定まる。

　

きー１αき は

　

Ｇ の一つの元 ｇＥＧ を表わす。

　

ｇ は Ｃ（Ｚ） によってきまるがｈＧ／Ｇ は ｔｏｔａｌｌｙ ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔｅｄ だから

　

り（ｇ） は

　

Ｃ（Ｚ） によらな

いことが証明される。

ガ（ｇ）＝＝′”（α）

とおくと に・ は α にのみ関係して定まる。

明らかに

　

に・ は

汀１（ヱ，匁。）→Ｇ／Ｇ。

なる準同型対応をひきおこす。

　

３． ７

　

２＞２ ならば Ｐ

　

は

砺（β，Ｇ０，ＧＯ）→砺（×，匁。）

なる一つの同型対応力にを与える。
　

　

　

　

　

だ％－．（Ｇ，８）÷→－冗％－．（‐，ｅｏ）

なる同型対応 章 を与える。

鼻‐１９（Ｐ＊－１） は準同型対応

に％： だれ（ｘ，匁ｏ）一筋－・（Ｇ，ｅ） をきめる。 但し ａ は ｂｏｕｎｄａｒｙ ｏｐｅｒａｔｏｒ．

４． ｍ（ｘ，％ｏ）ヨα・， 刀％（又，匁ｏ）ョα％ のとき

αＩｏα％Ｅオ％（ｘ，％○）

を次の如く定義する。

先ず

　　　　

趣＝｛Ｚ１ｚ＝０・Ｊる……，ん）， ０≦ぁ≦“

か＝｛Ｚ１ｚ＝（ね，も……，た｝

　

″ た（Ｚーリ ニの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

れ－ｌ
′％－１＝｛ＺＩＺ二Ｑ１，Ｚ２ゞ …．．ん）， ″（ヱ一方“多（ヱーリ＝の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

老＝．

とおき、

α１ を表わす道を

　　

Ｃ（Ｚ）： ヱ１・→×，

α％ を表わす写像を

　

ヂ： （か，ｒ％）→（ｘ， ｏ）

とする。

次に写像ヂ′：か→× を次の如く定義する。

を≦』≦÷ ヱ，２，・・・・・・の では ′ ① ／＠・ラード．，為－÷）

その他 嘘 では

　　　　　　

′⑰） 約“α川 テ ームーーヱ）

－

　

８

　

－



主ファイバーバンドルの特性準同型について

とおく。

明らかに

　　

ア′（ＺソリニＣ（ヱ）＝物

故にヂ′は 汀％（又，％ｏ） の要素を表わす。

それを

　　　

α・ｏα％

　　　

と，かく。

　

５． ムー１（α％）Ｅ汀％（β，Ｇｏ，８０） を表わす一つの写像を ヂ とすると

ア（／％ー１）＝ｅｏ， ヂ（ｒ元一１）こＧｏ， ヂ（／％）〔β，

力・／（Ｚ）＝ア（Ｚ）

　

（ＺＥＺ”）

である。

　

同様なヂ′に対する写像ｆ′を次の如く定義する。

を ｇｚ≦う－では

　

′①－ 燦ｚ・－ ÷，－・・・・，２ムー ÷）

その他の点では

　　　　　

ｆ′（ご）＝魚－・ぎー
１（の

とおく、 但し

　

ｓ‐ 鰯 ー三 一 ・ｚｌ で れ 潟 と（÷，－多， ，三一）

を結ぶ線分と セ 幽 均 す一句 －－｝の嫌 を表わす。

み・喜一１＠ｏ）＝＆

とおくと′ルー上り点では

　

伽”匁１ す み １ ÷ だから、

／／（′％－１）＝ゑ・喜一１（ｅｏ）＝＆ＥＧ。，

　

′（だ－１）＝ゐ・孝一１（Ｇｏ）‘：Ｇｏ，

Ｐ′′＝ヂ′

が成立つ。

　

６， ｇＥＣ を任意の要素とする。

冗％－・（Ｇ，ｅ）ョβ を表わす写像を 夢：た－Ｌ Ｇ とすると、

云一ｇｏの（の。ｇ一１

により 戸‐１一Ｇ なる写像を得る。

それを

と書くと、

ｇｏ〆だ一１）＝ｇｏｅｏｇ一１＝ｅ

である。

従って

　

ｇｏ夢 は ガ％－・（Ｇ，ｅ） の要素である。

之は “（ｇ） に関帯１；して定まるから

項のｏβ

とかいてよい。 （Ｎ，Ｓｔｅｅｎｒｏｄ の ｐ，８９）

　

７． 定理

　

写像 ｆ：（Ｚ％，か－１
，矛溺ー１）一（β， ，Ｇｏ） に対し次の条件を充たす写像

　

ｆ，：（だぞ」１
，

ず％ー１）一（β，Ｇｏ，８Ｉ－１） が存在する。

－

　

９

　

－
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１） Ｐｆ（ぢ）＝Ｐヂ・（の

２） ＺヲＺ なら

　　

ヂ・（Ｚ）＝き（きー（ｆ（Ｚ））・ｇー１）

但し

　　

８Ｉ‐１＝き（ぎ（＆）－１）

き（ｅ・｝．＝ｇ－ｉ

証

　

明

Ｚ“′三汚 と Ｌ、

Ｐ．‐
ｆ（Ｚ） 上のファイバ←を

　

Ｇ‘，

Ｇ一Ｇｚなる任意の ａｄｍｉｓｓｉｂｌｅ ｍａｐ を 章 とする。

ｇ′ご を他の ａｄｍｉｓｓｉｂｌｅ ｍａｐ とし、き′ｒｌきｚ

　

の表わす

　

Ｇ の要素を ｇ
ノとすれば、

　

考均一ｉら（章一１Ｑ（Ｚ））－ｇ－１）＝＝ｇ （章一１Ｑ（Ｚ））－ｇ－１）

；（ｇ′－＆－ＩＱ（Ｚ）））。ｇ－ｉ＝＝孝均一
ｉＱ（ＺＤ‐ｇ－１．

故に

ｇも（き乍ＩＱ（の）‐ｇ－１）＝＆（章一１Ｑ（の）－ｇ－１）・

故に ／，：Ｚ→＆（島‐１（ヂ（Ｚ））・ｇ‐１） は 章 のとり方に無関係であり従って連続である。

明らかに 九 は与えられた条件 １），２） を充たす。

８． 写像 ヂ：（か， か－１，′兜‐１）一（β， Ｇｏ，ｅｏ） を次の如く定義する。

÷≦お≦÷ では、 た）－ ＠．－ ÷－，

　　

ヱ

　　　　　　　　　　　　　

　 　　　　　　
　　　

その他の点では、 ｓ－ 伽－÷ －“ とおくと

ヂ（の；′』－くみ一三一１Ｑ
′（方））差すｏ‐

１）

とする。

然らばヂ（Ｚ） は次の条件を充たすことが容易に知られる。

　　　　　　

１） ヂ（Ｚ） は連続

　　　　　　　

２） だ－１ヨＺ なら ア（Ｚ）Ｅ＆

　　　　　　　　

／％－１ヨ云 なら ヂ（の＝８９

　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　　　

３） 励 ，テームドーオ では 納 ｇ－１（ｅｏ加１）＝ 緬 ‐１）＝歯１

４） ｐ′（の 享リベリニブタα）

９． 定理

　

に，（α・ｏα％）＝に・（α・）ｏに％（α％）

　

７

　　

２≧２．

証明

　

α・ｏα％ は ヂ′ で表わされる。

力ｆ（ヱ ＝ｆ／（ｒ”），

従って

　

腕（α・ｏα は ぎ－１ｆ（ｒ”） で表わされる。

然るに ２、８ により之は に・（α・）ｏに％（α％） を表わす。 よって定理は証明された。

－

　

１０

　

－


